
再編計画による待機児童・入所児童の予測　 参考資料⑤

【予測値算出の前提】

※令和４年度は４月１日時点の実績値

※R5以降の申込者数を一定と仮定（増減の予測が不可能なため）

※国基準待機児童数については、申請者のニーズや利用施設とのマッチングにより変化するため不明とした

R4 R5 R6

２・３号 ２・３号 ２・３号

25 ？ ？

267 267 267

4,341 4,341 4,341

R4 R5 R6

確保数 確保数増減 確保数増減

再編反映なし 29 10

再編反映 67 118

再編反映なし 57 10

再編反映 52 61

― 86 20

4,140 4,226 4,246

― 119 179

4,140 4,259 4,438

― 205 199

4,140 4,345 4,544

R4 R5 R6

再編反映なし -201 -115 -95

再編反映 -201 -82 97

合 算 -201 4 203

【分析】

・令和５年度から申込者数を確保量が上回るが、市内全体の数値であり、且つ申込者数を一定とした前提条件である。

・保護者の働き方や保育ニーズの変化及び地域毎の子育て世代転入者増減等で、待機児童数は変化するため、

　申込者を確保量が上回ったとしても、利用希望者のマッチングを図るには、更に十分な定員確保が求められます。
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